
安井しんじ安井しんじ安井しんじ事務所
だより

安井しんじプロフィール

1

ご支援に、感謝いたします。

河村市長と自転車で街宣
7月13日㈪　読売新聞

　日頃は、安井しんじをご支援頂き誠にありがとうございます。

ようやく「事務所だより第1号」を発行することができました。

　7月12日に行われました、名古屋市会議員補欠選挙におきまして、皆様

には大変お世話になり、誠にありがとうございました。17,355票、全体の

55％という票を得て、当選を果たすことが出来ましたのも、皆様お一人

お一人が、お声掛け・お力添えくださったものと、心より感謝申し上げま

す。このような多くのご支援を頂き、身に余る光栄であるとともに、その

責任の重さを強く感じております。

　今後は、皆様のお声を市政に届け、港区の発

展のため、牧義夫衆議院議員、とね勝之県会議員、

加藤かずと市会議員のもと、勉強させていただ

き、誠心誠意活動することによりまして、皆様

に恩返しをして参りたいと思っております。

未熟者ではございますが、是非、ご指導いただき、

皆様のお役に立てる「安井しんじ」に育ててい

ただきますよう、今後とも一

層のご支援の程、何卒宜し

くお願い申し上げます。　

　　

名 古 屋 市 会 議 員

皆様から寄せられたお声です！皆様から寄せられたお声です！

◎正徳町のあおなみ線の高架下

◎善進町の合流地点

　故荒川直之市会議

員が、皆様のお声を

受け、生前に警察と

話し合い、年内に信

号が付くことになっ

ております。大変事

故の多い場所であっただけに、信号が付

くことになって本当に良かったと思っ

ています。

　いずみ保育園の前の道路です。どちら

も合流の標識が無く、また、見通しも悪

いので園児のためにも何か策を講じて

欲しいという意見がありました。

　南からの合流道路に停止指導線を付

け て 欲 し い と

要 望 を 出 し ま

したが、私道の

可 能 性 が あ る

として、現在、

土 木 局 が 調 査

中です。

信号がつく交差点

見通しが悪い合流地点

安井しんじ 出陣式の様子

いざ出陣！
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昭和39年6月16日港区生まれ　

■主な経歴
　名古屋市立高木小学校卒
　　　　　　　　　(野球・バスケット部）
　名古屋市立宝神中学校卒　　（野球部）
　愛知県立惟信高校卒
　関西大学社会学部マスコミ専攻卒
　　　　　　　（アイススケート部主将）
　名古屋市立高木小学校PTA会長
　港区PTA副会長
　惟信会顧問

■主な所属団体
　惟信会・青年経営者研修塾・中川法人会
　青年部　小中学生あおなみカップ担当

所属委員会：総務環境委員会

　　　　　　運輸対策特別委員会
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〒455-0805   名古屋市港区当知町字堤外653番2
　　　　　　     （※駐車場あります  ※油屋町1丁目バス停下車）

 TEL（052）398−0247  FAX（052）398−0522

安井しんじ事務所
名古屋市会議員

アンケートにご協力下さいアンケートにご協力下さい

☆皆様のお声をお聞かせ下さい☆

  E -ma i l：s inz i_yasu i@yahoo .co . j p

　私が市会議員になって最も多かった質問は、

『市会議員の仕事って何？』
という質問でした。

　これからは、皆様に私の活動をご報告さ

せていただくとともに、親しまれる紙面を

目指して新聞を作成させていただきます。

　あなたの住む町港区のことなら、
どのようなご相談でも結構です。
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庄内川堤防沿いに捨てられたゴミ

干潟に捨てられたタイヤ

干潟に集まる野鳥の群

名古屋市でラムサール条約といえば
　総務環境委員の視察を終え、心に浮かんできたのは、

港区の藤前干潟のことでした。

　私の子どもが小学生の頃、港サッカー場前の公園には

よく遊びに行きました。サッカー場前の1本道でインラ

インスケートの練習をしたり、犬の散歩や野鳥観察館も

子どもを連れていきました。

　あるときはどこから来たのか、フラミンゴを見つけた

ときもありました。私も子どもも大興奮したことを憶え

ています。

　廃棄物処理場となる予

定であった藤前干潟が、

自然環境保全の観点から

計画が中止され、市民に

親しまれる場所として

残ったことは、港区民と

して大変喜ばしいことで

あります。

　しかし今回、最も心に

残ったことは、藤前干潟のゴミ問題です。庄内川の下流

には堤防沿いの道路から投げ入れられるコンビニの袋に

入ったゴミが散乱

しています。クリー

ンキャンペーンで

学区の方々が、毎

年ゴミ拾いをしても、

翌年同じだけのゴ

ミがでてきます。

干潟には何年も捨

てられたタイヤや

自転車など。同じ条約下で保全された土地が私たち住民

の気持ち一つでこんなにも扱いが違う。湿原センターの

職員の方々の前で、非常に恥ずかしい気持ちになりまし

た。

　2010年には名古屋でCOP10が開かれます。その場し

のぎの環境シンパではなく、自然を愛する永続的な気持

ちを育てていくことが重要だと感じました。

総務環境視察報告

**************************************************************************************

ラムサール条約とは？
　「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」

を正式名称とします。1971年にイランのラムサールで採択され、

水鳥の生息地である湿地の保全と、そこで生育する動植物の保

護を目的に1975年に発効された条約です。1980年に釧路湿原は

日本登録第1号となる。

釧路湿原
　港区以上の面積を持つ釧路湿原は最初から積極的な保全の意

図があったわけではありません。厳しい気候、水はけの悪い泥

炭地であることから農業地、工業地、宅地としても開発が困難

であったので、湿原の中心部は保全された。しかしその周辺部

は宅地や農地への転換が進みました。そして1971年に釧路湿原

工業用開発構想が持ち上がり、工業団地造成の調査が開始され

ました。

　しかし湿原の保護を訴える地元自然愛好者らの調査により特

別天然記念物タンチョウが釧路湿原内で繁殖していることが確

認され、湿原を保全するためにラムサール条約に加盟しました。

釧路湿原野性生物保護センターに行って来ました。

藤前干潟について考える
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